
  

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ふれあい教室「１日研修」☆ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

   

   １１月２６日（金）にふれあい教室「１日研修」が行われ、長井方面に行ってきまし 

た。今回は、長井の街歩きという事で長井市観光ボランティアガイドの渋谷さんから 

案内していただき、街中を歩きながら長井の文化財や歴史について見聞きしてきまし 

た。「小桜館」という旧郡役所は、現存する郡役所の中で全国で２番目に古い建物で 

建てられたころ洋風建築を良く知らなかった大工さん達が手掛けたことで柱などの彫 

刻が神社仏閣の彫刻に似ていてちょっと違和感を感じました。 

☆女性講座「料理教室」☆ 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２日（金）に女性講座で料理教室が行われました。食生活改善推進員の稲葉さ 

んを講師に迎えて「体にやさしい、そしておいしい料理」を教えていただきました。 

生姜やゴマ油などを使う事で、醤油などの塩分を抑えることができるという事でした。 

出来た料理は、参加者の皆さんでおいしくいただきました。 
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☆上山市民インディアカ大会☆ 
 

１１月２８日（日）に上山市民インディア 

カ大会が行われ中山から２チームが参加し 

ました。全体で１２チームが参加でしたの 

で４チームずつ３コートに分かれて試合が 

行われました。中山まつたけチームは３勝 

して優勝、中山なすびチームは善戦しまし 

たが残念ながら４位に終わりました。参加 

した皆さんお疲れさまでした。 

 

☆女性講座「フラワーアレンジメント教室」☆ 
 

１２月１１日（日）に女性講座「フラ 

ワーアレンジメント教室」が行われま 

した。今回は、桜・スイートピー・フ 

リージア・チューリップなどの植物を 

使って活けていきました。春らしくふ 

んわりとした雰囲気のやさしい作品が 

出来ました。フリージアの甘い香りが 

漂い、一足早く春が訪れたようです。 
 

―３月の行事予定― 
 
   ３月 １日（金）地区役員会                中山地区公民館 

      ８日（金）専門部会合同会議             中山地区公民館 

     ２０日（水）中山地区会通常総会            中山地区公民館 

     ２３日（土）上山市二十歳のつどい          体育文化センター 

     ２５日（月）ふれあい教室「雪囲い外し」        中山地区公民館 

     ２９日（金）運営協議会役員会             中山地区公民館 
 
           ※状況により行事予定が中止又は延期になる場合があります。 

   「ピンポンを楽しむ会」    毎週火・木曜日 午前９時３０分から 

   「健幸体操」         毎週火曜日 午後１時３０分から 

   「いきいき・かみかみ百歳体操」毎週水曜日 午前９時３０分から 
 

―４月の行事予定―(変更になる場合が有ります) 
 

    ４月 ５日（金）地区役員会                中山地区公民館 

     １２日（金）運営協議会総会              中山地区公民館 

     １３日（土）資源回収（子供育成会）          中山地区内 

     １９日（金）第１回地域部会              中山地区公民館 

     ２１日（日）女性講座「フラワーアレンジメント教室」  中山地区公民館 

     ２３日（火）上山市議会報告会             中山地区公民館 

     ２４日（木）公民館職員合同会議（午前中職員不在）   上山市役所 

     ２６日（金）第１回体育部会              中山地区公民館 

     ２９日（月）環境を考える日（道普請）         中山地区内 

 



 
 

過ごしやすい日が増え、庭や畑のお手入れも始まった頃でしょうか。中山地区の皆さん、

いかがお過ごしですか？心と体の調子を整えて、穏やかな春を過ごしましょう。 

ここ数年、花粉症の患者が全国的に増えております。花粉の本格的な飛散 

が始まる前の予防や受診が大切と言われておりますが、予防は「マスクや眼鏡 

の着用」「家に入る前に花粉を落と す」「手や身体、 髪を洗って花粉を落と す」  

などがおススメです。 

 

さて、３月は「 自殺対策強化月間」 です。自殺はその多くが追い込まれた末のものと言

われております。ご自身の体調や、おかれた環境などによって心や体に不調を感じること

が誰にでもあります。一人で悩まず、相談してみませんか？  

悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞き、みんなで支え合いましょう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

～「かみのやま健康ポイント」の新規参加者について～ 
 令和２年度より始まった「かみのやま健康ポイント」事業は、市から提供された活動量計やス 

マートフォンアプリを持ち、日頃から歩いた歩数や、市の健康事業への参加でポイントをため、次 

年度に獲得したポイントを商品券等に交換できるという事業で、中山地区では現在約 3 0 名の 

皆様に参加いただいております。令和６年４月号の市報で新規参加者を募集予定です。 

現在参加中の方から紹介された方は１００ポイントゲット！あなたのご参加、お待ちしています！！ 

※現在ご参加の方は、引き続き「かみのやま健康ポイント」にご参加ください！ 

2 月のイベントの抽選結果も端末でご確認ください。 
  
 

 

健 康 メ モ ３月号 

○こころの健康に関する相談窓口 

 上山市役所 健康推進課  ６７２－１１１１ （内 １５７） 

  ★ こころの健康相談（要予約）     

  ★ 小中学生と保護者のこころの相談会（要予約） 

 

 相談ダイヤル  

★ 山形いのちの電話（自殺予防・こころの電話相談） ６４５－４３４３ 

    年中無休 １３時～２２時 

★ 山形県精神保健福祉センター 心の健康相談ダイヤル ６３１－７０６０ 

    月～金（祝日及び年末年始を除く） ９時～１２時 １３時～１７時 

★ こころの健康相談統一ダイヤル  ０５７０－０６４－５５６ 

月～金（祝日及び年末年始を除く） ９時～１２時、１３時～１７時 

今年度も 「 健康メ モ」 をお読みいただき、 あり がと う ございました。  
来年度もまた、 よろし く お願いいたします。    上山市健康推進課 保健師 今野 
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加
藤
和
徳 

「
鬼
へ
い
」
と
云
う
方
言 

 

「
鬼
平
」
と
は
、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
＝
鷹(

た
か)

の
是
の

部
分
の
名
と
あ
り
、
池
波
正
太
郎
の
時
代
小
説
『
鬼
平
犯
科
帳
』、
天
明
七(

一
七
八

七) 

年
火
付
盗
賊
改
方(

長
官)
に
登
場
す
る
長
谷
川
平
蔵
と
は
別
意
で
あ
る
。
こ
こ

で
云
う
「
鬼
へ
い
」
は
、
昭
和
三
八
年
に
安
部
惣
七
が
著
書
し
た
『
中
川
風
土
記
』

に
、
昔
か
ら
あ
っ
た
と
し
て
「
鬼
へ
い
と
い
う
方
言
」
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。 

元
々
は
中
山
地
区
も
中
川
村
に
属
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
方
言
が
中
山
地
区
で
も

伝
承
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
当
公
民
館
事
務
長
の
市
川
正
広
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

自
慢
げ
に
喋
る
言
を
「
鬼
へ
い
と
言
っ
て
い
た
事
も
あ
っ
た
な
ぁ
ー
」
と
云
う
返
答

な
の
で
、
そ
の
方
言
を
抜
粋
し
、
一
部
の
修
正
を
加
え
て
記
述
す
る
。 

自
分
の
力
以
上
の
事
を
し
て
自
慢
す
る
と
い
っ
た
罪
の
な
い
無
邪
気
な
行
い
だ
。

餅
を
二
升
分
喰
っ
た
。
納
豆
餅
を
飲
み
込
み
、
相
手
が
名
を
呼
ぶ
迄
、
亦
一
飲
み
下

し
て
返
事
を
す
る
こ
と
。
作
業
小
舎
を
一
廻
り
走
っ
て
来
る
う
ち
に
豆
腐
一
丁
食
べ

る
。
何
で
も
人
の
出
来
な
い
事
を
し
て
面
白
が
る
の
が
「
鬼
へ
い
」
と
云
う
わ
け
で

あ
る
。
と
ろ
ろ
飯
の
喰
う
比
べ
か
ら
身
欠
き
鰊
束
五
〇
本
喰
っ
た
話
。
四
斗
六
斗
の

米
俵
三
俵
背
負
う
競
争
か
ら
半
日
中
休
ま
ず
田
を
耕
す
競
争
。
現
代
か
ら
思
う
と
誠

に
他
愛
の
な
い
こ
と
を
真
面
目
に
や
っ
た
も
の
で
、
中
に
は
年
配
の
あ
る
女
が
御
菓

子
を
五
十
銭
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
賭
け
を
し
て
、
目
を
白
黒
さ
せ
て
食
べ
た
の

は
良
い
が
、
胃
腸
を
こ
わ
し
て
早
死
に
し
た
の
や
、
あ
る
農
家
の
十
四
歳
の
作
男

が
、
米
一
俵
背
負
っ
た
ら
、
そ
の
米
を
や
る
と
言
わ
れ
、
米
を
背
負
っ
て
立
と
う
と

し
た
ら
足
の
骨
を
折
り
、
と
う
と
う
動
く
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
話
で
あ
る
。 

面
白
い
話
に
、
小
岩
沢
に
仕
事
の
上
手
な
人
が
三
人
居
っ
た
。
山
で
出
逢
っ
て
柴

を
刈
っ
て
束
ね
る
競
争
し
た
。
目
標
は
一
日
百
把
で
、
結
果
は
三
人
共
百
把
を
束
ね 

た
そ
う
だ
が
、
甲
の
人
は
昼
の
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
悠
々
と
煙
草
を
吸
っ

て
束
ね
た
。
乙
の
人
は
昼
の
弁
当
を
食
べ
る
や
否
や
、
仕
事
に
か
か
っ

た
。
丙
は
と
ろ
と
ろ
昼
飯
を
食
べ
る
暇
が
無
か
っ
た
と
云
う
。
こ
れ
は
祖

父
か
ら
聞
い
た
話
で
、
当
時
、
私
の
祖
父
は
父
母
を
亡
く
し
て
親
類
の
地

主
に
身
を
寄
せ
て
、
四
、
五
人
の
作
男
の
頭
を
し
て
居
た
。
あ
る
冬
の
こ

と
橇
を
引
い
て
土
引
き
に
出
か
け
た
。 

寒
気
は
厳
し
い
、
一
服
つ
け
て
い
る
と
一
人
が
小
沼
を
指
差
し
て
、「
誰

か
コ
コ
を
泳
ぐ
者
は
い
な
い
か
」
と
言
い
出
し
た
。
そ
こ
で
祖
父
も
「
よ
し

泳
い
だ
者
は
、
今
日
は
一
日
臨
時
休
暇
だ
」
と
話
し
た
が
、
よ
も
や
こ
の
寒

中
に
泳
ぐ
者
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
後
に
小
桜
と
名
乗
っ
て

田
舎
相
撲
を
取
っ
た
男
が
、「
ヨ
ー
シ
」
と
云
う
よ
り
早
く
裸
体
に
な
っ
て

氷
の
張
っ
た
小
沼
に
、
ド
ブ
ン
と
飛
込
み
、
向
う
岸
に
二
回
も
泳
い
で
、
と

う
と
う
一
日
の
休
み
を
取
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
の
は
「
鬼
へ
い
」

と
云
う
言
葉
の
一
語
に
つ
き
る
と
言
え
よ
う
。
今
の
若
者
に
と
っ
て
は
誠

に
面
白
い
話
し
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
方
言
を
交
え
て
謄
写
し
て
い
る
。 
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